
とちゅ

自閉スペクトラム症児の食行動と支援

自閉スペクトラム症の子どもの
豊かな食生活のために

- 支援者向け研修 -

第２回

Well-being共創研究センター主催

ペアレント・トレーニングに代表される応用行動分析学

（ABA）アプローチは、自閉スペクトラム症の子どもへの

支援技術として有用であることが確認されています。

本講では食具操作や着席行動の教え方など食に関わる

スキルの獲得方法をご説明します。また、食と密接に

関わる睡眠習慣についても取り上げ、そのメカニズムや

改善方法を概説します。

- 応用行動分析（ABA）に基づく支援-

日時：2025 年 2月 16日（日）10時～12時（9:40受付）

講師：倉澤 茂樹（福島県立医科大学保健科学部教授）

お申込みはこちらから

お問い合わせ：大阪公立大学羽曳野キャンパス 072-950-2111（代表）立山まで

場所：大阪公立大学 Well-being共創研究センター

大阪市城東区森之宮一丁目6－85（ＵＲ森之宮ビル２階）

JR・地下鉄「森之宮」下車徒歩5分

リハビリテーション学研究科
講師 中岡 和代

リハビリテーション学研究科
教授 立山 清美

研修会企画担当
参加費無料 先着 80 名

事前申込制
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